
• 明治45年（1912年）３月１０日の朝、となりの街の九戸浜（くどは
ま）に巨大なくじらが打ち上げられた。その時はまだ生きていた。 

• くじらは、全長30m、骨の大きさから推定すると100tから120tはあっ
たと考えられる。 

• 12日には、となりの雁子浜（がんごはま）まで流され、沖に流されてし
まった。 

•  13日の早朝（午前2時から3時ごろ）そのくじらは三ツ屋浜の浅瀬に打
ち上げられた。 

くじら打ち上がった（その1）

はじめに打ち上がってから3日、ついにチャンスが！



• なんとしても、クジラの肉を売って、借金を返
したいと必死の思いだった。　　　　 

• くじらが打ち上げられて流されないように、 5
人1組で見はり番を付けて守った。 

• 夜、村人全員によって、「くじら会議」が行わ
れた。

くじらが打ち上がった（その2）　　

　　クジラが打ち上がった時の様子　　　 
　　　「上下浜小学校資料室」より

• 会議で、肉を売りそのお金で学校を建てた借金を返す
こと。 
• 売った金額は、8割が村へ、2割は売った人のものとし
た。ただし、村の役員たちは報酬なしとする。 
• 赤肉と白肉の売り値を決めた。 
• 村人みんなが協力すること！

【くじら会議について】　　



• 日本海側の村や町には昔からあるく
じらの言い伝えがあった。北の海に
いたくじらが、赤ちゃんを産むころ
に、日本海を通って、南太平洋にう
つる。そして、子どもと一緒に、ま
た北の海にもどる習性をもってい
る。そして、魚の群れを追ううち
に、強い風にあおられ、浜に打ち上
げられてしまうくじらがいた。

地域に残る言い伝え

くじら打ち上げの記録「くじら学校資料集」より

• 三ツ屋浜に来たくじらも、南に行って子ど
もを産むためになんかしている途中だった
のだと、後で気付かされた。



• くじらを解体する専用の道具はなく、くじらのことをよく知っている人も
いなかった。 

• 刀やナタ、斧、のこぎりなどを使った。 
• はしごを使ってくじらに登った。 
• くじらはうろこがなく、油でぬるぬるしていたため、すべりやすく、命が
けで解体作業をしていた。 

• 雪の降る寒い海での作業は、とてもつらかったが必死で解体が行われた。 
• 後で、おなかに赤ちゃんがいたことが分かった。

くじらの解体



大変だったくじら売り（その1） 

• 集落のお母さんたちが、一人30㎏ほどの肉をてんびんで
担いで売りに出た 
• ３、4人でグループを作り、出かけた。 
• 雪の中、重さと寒さに耐えて売り歩いた。 
• 遠く、十日町や長野まで売りに行った。 
• 解体を見にきた人にも売った。



• たくさんの雪を使っても、皮下脂肪が厚く、体温が下が
らなかったため、内臓からどんどん腐っていき、赤肉は
痛みが早かった。 
• 白肉（皮下脂肪）は、まだ大丈夫だと分かったので、た
くさん売った。 
• 売り上げははっきりしないが、当時のお金で500円ほど
たっだと言われている。

大変だったくじら売り（その2）

　5日かかって、ちょうど、学校の借金が返せる分のお金
を作ったのだった。



くじら売り（その3）
• もっと売ることはできたが、借金を返せる金額が集まる
と、売るのをやめた。 
• 「浮利（ふり）を追わず」という考えで、赤ちゃんがお
なかにいた事もあって、必要な分だけにした。


